
企画概要

場所 コア大空
学習室A・B（釧路市益浦1-20-20）
対象 こどもや若者と関わる支援者、学校関係者、そのほかこのテーマに興味がある方
費用 無料
定員 50名程度

申し込み 
　下記のURLまたは右のQRコードから申し込んでください。

　https://forms.gle/4GLSGQUbU5iH5P56A

アセクシュアルやアロマンティックをはじめとする多様なセクシュアリティ（Aro/Ace）について研究し
ている。Aro/Aceの情報発信・調査研究団体、As
Loop（アズループ）所属。
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こんな不安はありませんか？

身近な人のSOSに自分は気づけてるかな……？

セクシュアルマイノリティの子たちとの関わり方がわからない

知らないうちに傷つけているかも……

この講座では、そんな不安を学びに変えていきます

当日の流れ

受付（12:30〜13:00)
趣旨説明

アイスブレイク
講義
休憩

グループワーク
まとめ・交流など

SOSを出しやすい
関係性をつくるための
基礎講座

講師：As Loop三宅 大二郎さん

ーみえない「当たり前」を考えるー

第1回
恋愛／性愛の「当たり前」ってなんだろう？
あなたは、「アロマンティック」「アセクシュアル」という言葉を知っていますか？
「LGBTQという言葉は知っているけど、理解や配慮ができているか不安……」そんな悩みをお持ちの
方も多いかもしれません。
性的マイノリティはとても幅広く、すぐに理解することはむずかしいですが、マイノリティへの理解に
は一つの大切なポイントがあります。この講座では、他の人に恋愛感情を抱かない「アロマンティック」
や性愛感情を抱かない「アセクシュアル」を切り口に、恋愛や性愛の「当たり前」を問い直すことで、
マイノリティ理解のポイントを学びたいと思います。

主催：特定非営利活動法人地域生活支援ネットワークサロン

当イベントは認定NPO北海道NPOファンドが資金分配団体となって実施している、
「社会的居場所を核とした働き方と暮らし方の共生の実現〜地域コミュニティにおける障がいのあるLGBTQの
受容を目指して」の実行団体として実施する事業の一環で行うものです。



今後の予定

第2回 10月11日
(土)

コミュニケーション
の当たり前を考える

髙木美歩さん
（著書『開かれる自閉』）

第3回 11月29日
(土)

見えない当たり前を
考える

松波めぐみさん
（大阪公立大学）

そのためのキーワードを「見えない当たり前（社会的優位性）」と名付けました。私たちの中にある「見えない
当たり前」が知らないうちに困難を抱える人たちとそれを支えようとする人との関係性づくりを困難にしてい
ると考えています。それは課題でもありますが逆に言うと、「見えない当たり前」に気づくことで、私たちは関
係性づくりの可能性を広げることができるのです。「見えない当たり前」への気づきはあらゆるマイノリティへ
の理解を広げ、同時に今まで気づかなかった自分への理解も広げるものです。
「見えない当たり前」はそれぞれの当たり前を見つめて、出し合うことで知ることができます。そのために、
この講座では第1回を「恋愛・性愛」、第2回を「コミュニケーション・感じ方」をテーマにします。従来の研
修のテーマに言い換えると、第1回目はセクシュアルマイノリティの理解とも言えますし、2回目は発達障がい
への理解とも言えます。そして、第3回目はテーマを絞らずに幅広い「見えない当たり前」についてまとめの
会を実施します。
SOSを出す必要があるのは子どもたちだけではありません。私たち一人ひとりが苦しいときに誰かにSOSを出
せることがとても大切です。SOSをお互いに出し合い受け止められる地域社会をつくるため参加者のみなさん
と学びの機会を共有したいと思っています。

令和5年に「LGBT理解増進法」が制定されま
した。
いま、自治体・学校・企業でも、性的指向やジ
ェンダーアイデンティティの多様性への理解が
求められています。LGBTに頭文字が含まれ
る、同性愛や両性愛、トランスジェンダーに関
しては情報も多く、関連の研修や本を読んだ人
もいるかもしれませんが、今回のテーマ「アセ
クシュアル」「アロマンティック」です。講師
の三宅さんが所属するAs
Loop（アズルー
プ）はアセクシュアル、アロマンティックにつ
いての正しい情報を広げることを通じて、恋愛
的指向や性的指向、関係性の多様性について考
える機会を提供する活動を行っています。
講座のメインテーマ「見えない当たり前」の趣
旨に照らし、「そもそも恋愛／性愛とは？」と
いう根本を問い直せる興味深いテーマであると
考えています。

この講座シリーズ
について

第1回の背景
セクシュアルマイノリティへの理解

「SOSを出しやすい関係性をつくるための基礎講座」は文部科学省が推進
している「SOSの出し方に関する教育」を意識して名付けました。「SOS
の出し方に関する教育」は子どもたちが危機的状況に直面したときに適切
な支援を求める行動がとれるようになることが目的の取り組みです。その
目的に異論はないのですが、どうしてもそれ以前の問題への意識が強くな
りました。それは、「子どもたちがSOSを出せないのは、SOSを出せる先
が少ないからではないのか？」「SOSを出してもらえる大人になるにはど
うしたらよいか？」ということです。

2000年に障がい児の親の会を前身として設立した
NPO法人。発足当初は障がい児者の課題を中心に
地域づくりに取り組んできましたが、この10年あ
まりは制度の狭間にある様々な生きづらさを抱える
若者たちが参加する社会活動に力を入れています。
本講座は休眠預金事業の助成を受けて行っている
「真の社会参加創造事業」のプログラムとして企画
し、実施するものです。
法人についての詳細はサイトをご覧ください。
https:/n-salon.org

団体について


